
2017年 9月号3 KAZUNO CITY 2017年 9月号 2KAZUNO CITY

情
報
収
集
の
方
法

　平成26年9月の御嶽山噴火や平成28年4月の熊本地震、平成29年7月の九州北部豪雨など、全国各地

で大きな災害が発生しています。

　本市でも平成19年9月や平成25年9月の記録的豪雨により大きな被害が発生していますが、台風や梅

雨前線による水害については、ほぼ毎年のように発生しています。

　今年7月には県南を中心に大きな豪雨災害が発生しましたが、被害の原因となった梅雨前線がほんの

少し北上していれば、本市でも大きな被害が発生した可能性が高く、あらためて日頃の災害に対する備

えが大切であることを思い知らされました。

　これまで本市では、大きな自然災害は比較的少ないと言われていましたが、地球温暖化などに起因す

る気象の変化により、想像もしなかった自然災害がいつ発生してもおかしくない状況となっています。

　いざという時に備え、日頃から情報収集や災害への対応について考え、家庭や地域を含めて、災害か

ら命を守る方法を確認しましょう。

　

本
市
で
は
平
成
27
年
12
月
に
「
鹿
角

市
防
災
マ
ッ
プ
」
を
全
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
。
各
災
害
の
基
本
的
な
情
報
に

加
え
、
災
害
種
別
ご
と
の
市
内
指
定
避

難
所
や
地
域
ご
と
の
土
砂
災
害
危
険
区

域
、
浸
水
想
定
範
囲
な
ど
の
情
報
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
役
立
つ
、
非
常
時

の
持
ち
出
し
品
や
ご
自
宅
の
防
災
対
策

な
ど
も
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

防
災
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

災
害
時
に
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
情
報
の
発
信
を
行

う
ほ
か
、
「
鹿
角
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
鹿
角
き
り

た
ん
ぽ
Ｆ
Ｍ
」
を
活
用
し
た
情

報
の
発
信
を
行
い
ま
す
。
安
全

な
避
難
を
行
う
た
め
、
正
確
な

情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
発
信

　

本
市
で
は
、
市
民
の
安
全
な
避
難
を

誘
導
す
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
段
階

に
応
じ
て
避
難
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

避
難
時
の
注
意

　

近
年
の
大
雨
は
、
降
雨
範
囲
が
極
め

て
局
地
的
で
、
時
間
当
た
り
の
降
雨
量

が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
1
時
間

に
50
ミ
リ
を
超
え
る
集
中
豪
雨
と
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
正
確
な
情
報
の
収

集
に
努
め
、
危
険
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

自
主
的
に
早
め
の
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
す
る
前
に
浸
水
し
た
時

や
激
し
い
雨
の
時
に
は
、
無
理
を
し
て

避
難
所
に
行
く
こ
と
は
危
険
で
す
。

　

も
し
避
難
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、
土

砂
崩
れ
が
心
配
さ
れ
る
斜
面
と
反
対
側

に
あ
る
自
宅
２
階
の
部
屋
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

鹿角市防災ラジオ　
　市が鹿角きりたんぽ FM（79.1MHz）に依頼し緊

急放送を発信します。

　通常のラジオで受信できますが、

自動的に緊急放送を受信する機能を

持つ「防災ラジオ」を有償（3,500 円）

で貸し出しています。

指定緊急避難場所・指

定避難所
所在地 電話番号

1 文化の杜交流館 コモッセ 花輪字八正寺 13 ☎ 23-3351

2 柴平地域活動センター 花輪字八幡平 12-1 ☎ 25-2180

3 交流センター 花輪字荒田1-1 ☎ 22-2611

4 大湯地区市民センター 十和田大湯字権現堂 22-1 ☎ 37-2057

5 十和田市民センター 十和田毛馬内字城ノ下 7-5 ☎ 35-3045

6 錦木地区市民センター 十和田錦木字浜田 91-1 ☎ 35-4477

7 尾去沢市民センター 尾去沢字軽井沢 46-5 ☎ 23-2553

8 八幡平市民センター 八幡平字小豆沢碇 114 ☎ 32-2029

9 大湯小学校 十和田大湯字権現堂 15-1 ☎ 37-2040

10 大湯温泉総合振興プラザ 十和田大湯字中田 23-3 ☎ 30-0230

11 草木小学校 十和田草木字大畑 70 ☎ 37-2120

12 十和田高校 十和田毛馬内字下寄熊 12 ☎ 35-2062

13 十和田中学校
十和田毛馬内字上土ヶ久保

22-1
☎ 35-2164

14 十和田小学校 十和田毛馬内字上新田1-1 ☎ 35-2042

15 末広小学校 十和田末広字不動平 4-1 ☎ 35-3304

16 平元小学校 花輪字源田平 6-1 ☎ 25-2204

17 花輪第二中学校 花輪字高市向 35 ☎ 25-2221

18 下川原地域活動センター 花輪字下川原 35-4 ☎ 25-3600

19 花輪北小学校 花輪字新川端 20 ☎ 23-2603

20 山村開発センター 花輪字荒田 4-1 ☎ 30-0252

21 記念スポーツセンター 花輪字荒田 4-1 ☎ 23-5850

22 アメニティパーク 花輪字小坂 8-1 ☎ 22-2525

23 花輪第一中学校 花輪字陳場 125 ☎ 23-2257

24 花輪小学校 花輪字中花輪 88 ☎ 23-2007

25 福祉プラザ 花輪字上中島 93 ☎ 30-1780

26
鹿角トレーニングセン

ターアルパス
花輪字百合沢 81-1 ☎ 23-8000

27 花輪高校 花輪字明堂長根 12 ☎ 23-2126

28 尾去沢中学校 尾去沢字上山 239 ☎ 23-2270

29 尾去沢小学校 尾去沢字上山 201-1 ☎ 23-3201

30 尾去沢デイサービスセンター 尾去沢字軽井沢 47-9 ☎ 23-2770

31 八幡平中学校 八幡平字諸田 4-1 ☎ 32-2226

32 八幡平小学校 八幡平字長嶺川原 1 ☎ 32-2011

33 湯瀬体育館 八幡平字湯瀬一羽根 45-2 ☎ 33-2308

34 谷内地区市民センター 八幡平字仲の沖 100 ☎ 34-2336

災害から身を守るために

鹿角市メール配信サービス　e-kazuno@xpressmail.jp　

　上記アドレスに空メールを送信すると、登録

用のメールが返信されます。画面に従い入力し

ていく事で登録することができます。

第1避難所

第2避難所

＜十和田地区＞

＜花輪地区＞

＜尾去沢地区＞

＜八幡平地区＞

地区の避難所・避難場所を確かめましょう

問 総務課 危機管理室 ☎30-0299

避
難
す
る
時
は

①
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装
で

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾
で
頭
を
保

護
し
、
靴
は
ひ
も
で
締
め
ら
れ
る
運
動

靴
を
履
き
ま
し
ょ
う
。
は
だ
し
や
長
靴

は
厳
禁
で
す
。

②
足
元
に
注
意
を

　

水
面
下
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝

な
ど
の
危
険
な
場
所
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

長
い
棒
を
つ
え
代
わ
り
に
し
て
、
確
認

し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

③
歩
け
る
深
さ

　

歩
行
可
能
な
水
深
は
男
性
で
約
70
㎝
、

女
性
で
約
50
㎝
で
す
。
水
が
腰
ま
で
あ

る
場
合
は
、
高
所
で
救
援
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

④
子
ど
も
や
高
齢
者
を
安
全
に

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
は

背
負
い
、
幼
児
は
浮
き
袋
、
乳
児
は
ベ

ビ
ー
バ
ス
を
利
用
し
て
安
全
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

避難情報の種類 取るべき行動 危険度

避難準備・

高齢者等避難開始

・避難に時間のかかる方と、その避難を支援する方は、

避難を開始してください。

・それ以外の方については、気象情報に注意し、危険

だと思ったら早めに避難してください。

避難勧告

・速やかに避難を開始してください。

・避難が困難な場合は、屋内の高いところに避難して

ください。

避難指示（緊急）

・緊急に避難してください。

・避難が困難な場合は、屋内の高いところに避難して

ください。

高 い

極めて高い

総合防災訓練での炊き出しの様子（平成27年9月）


